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◆劇団民藝公演ご案内
　一人舞台 山本周五郎「夜の辛夷」
　出演＝樫山文枝
　演出＝兒玉庸策
　日時＝7月 23日（木）14時開演
　場所＝紀伊國屋サザンシアター
　前売開始＝６月１日（月）

◆新宿公演
7月22日（水）14時開演
7月23日（木）19時開演
紀伊國屋サザンシアター
新宿駅南口徒歩 8分、
新南口徒歩 5分
〒151-0051
渋谷区千駄ヶ谷 5-24-2
紀伊國屋書店新宿南店7階
☎03-5361-3321
開場は開演の30分前、
受付は 1時間前からです。

◆川崎・新百合ヶ丘公演
8月16日（日）14時開演
川崎市アートセンター
小田急線新百合ヶ丘駅
北口徒歩 3分
〒215-0004
川崎市麻生区万福寺 6-7-1
☎044-955-0107
開場は開演の30分前、
受付は 1時間前からです。

◆入場料金（全席指定・税込み）　
　一般＝ 4,500円　学生＝2,000円
　前売開始＝6月1日（月）

津久井道（世田谷町田線）
Odakyu OX

新百合ヶ丘駅入口

麻生消防署

←町田 新宿→
南口

北口

麻生市民館 昭和音楽大学北校舎

マクドナルド

日本映画大学
新百合ヶ丘キャンパス

小田急線
新百合ヶ丘駅

麻生区役所

新百合21

川崎市
アートセンター

●

ビクトリア

交番

NT T
ドコモ

東口

東南口

ルミネ2

ルミネ1

南口

代々木駅
新宿駅

明治通り

新宿サザンテラス
パン屋

スター
バックス

ドーナツ屋
ホテル
センチュリー
サザンタワー

新南口

タカシマヤ
タイムズスクエア

連絡通路B1 F・2 F・5 F

道
街
州
甲

地下鉄口 E8

紀伊國屋書店 新宿南店7F
紀伊國屋サザンシアター

◆チケット取り扱い
　劇団民藝　044-987-7711（月～土 10:00～18:00）
　ローソンチケット　
　0570-000-407（オペレーター対応 10:00～20:00）
　0570-084-003（Lコード 33430）
　キノチケットカウンター（新宿公演、窓口販売のみ）
　新宿東口・紀伊國屋書店本店 5階（10: 00～18: 30）
　川崎市アートセンター（新百合ヶ丘公演、窓口販売のみ）
　川崎市アートセンター（9: 00～19: 30毎月第２月曜休館）
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年
、
東
京
生
ま
れ
。
48
年
に
民
衆
芸
術
劇
場

（
第
一
次
民
藝
）の
研
修
生
と
な
り
、50
年
劇
団
民
藝
の

設
立
に
参
加
。現
在
は
代
表
。初
舞
台
は『
女
子
寮
日
記
』

（
48
）。『
火
山
灰
地
』『
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ・ミ
ス・デ
イ
ジ

』

で
毎
日
芸
術
賞
と
朝
日
舞
台
芸
術
賞
な
ど
受
賞
多
数
。

最
近
の
舞
台
は
畑
澤
聖
悟
作
『
カ
ミ
サ
マ
の
恋
』
遠
藤

道
子
、『
満
天
の
桜
』
松
島
、
デ
イ
ヴ

ド
・
ベ
リ
作

『
八
月
の
鯨
』リ
ビ
、ホ
ト
ン・フ
ト
作『
バ
ウ
ン
テ

フ
ル
へ
の
旅
』
キ

リ
・
ワ

ツ
な
ど
。
舞
台
を
中
心

に
映
画
、テ
レ
ビ
に
も
数
多
く
出
演
。
12
月
に
は
小
幡

欣
治
作『
根
岸
庵
律
女
』
に
出
演
予
定
。

年
、広
島
県
生
ま
れ
。本
名
、
満
寿
二
。
中

学
時
代
は
画
家
を
志
し
た
が
、
長
兄
の
す
す
め
で
志
望

を
文
学
に
変
え
る
。1
9
2
9
年『
山
椒
魚
』
等
で
文
壇

に
登
場
。
38
年『
ジ
ン
万
次
郎
漂
流
記
』で
直
木
賞
を
、

50
年
『
本
日
休
診
』
他
に
よ
り
読
売
文
学
賞
を
受
賞
。

65
年
よ
り「
新
潮
」誌
に
当
初
「
姪
の
結
婚
」の
タ
イ
ト

ル
で
連
載
し
た『
黒
い
雨
』に
よ
り
野
間
文
芸
賞
を
受

け
る
。
66
年
文
化
勲
章
を
受
章
。93
年
、95
歳
で
逝
去
。

「
黒
い
雨
」
は
さ
さ
や
か
な
日
常
生
活
を
送

て
い
る

閑
間
重
松
・シ
ゲ
子
夫
妻
と
姪
・
矢
須
子
の
家
族
の
物
語
で
す
。

矢
須
子
を
何
と
か
嫁
が
せ
よ
う
と
す
る
夫
婦
で
す
が
、

次
第
に
悲
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。

未
曾
有
の
惨
事
に
巻
き
込
ま
れ
な
が
ら
も
、

平
常
心
を
失
わ
ず
に
暮
ら
し
を
営
む
人
び
と
。

淡
々
と
進
む
物
語
の
背
景
に
は
、

市
井
の
人
び
と
を
お
そ

た
原
爆
の
悲
劇
が
厳
然
と
あ
り
ま
す
。

戦
後
70
年
の
い
ま
。「
黒
い
雨
」を
も
た
ら
し
た
戦
争
と
は
何
な
の
か―

―

奈
良
岡
朋
子
が
語
る
一
人
舞
台
を
通
し
て

一
緒
に
考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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一
昨
年
初
め
て
の
挑
戦
と
な
た
一
人
舞
台「
黒
い
雨
」。

た
く
さ
ん
の
反
響
を
い
た
だ
き
、

私
の
小
さ
な
ラ
イ
フ
ワ

ク
と
し
て

再
び
皆
様
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

や
さ
し
さ
を
与
え
、

愛
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
な
い
で
生
き
つ
づ
け
る
。

井
伏

二
さ
ん
が
描
く「
黒
い
雨
」の
世
界
を

お
客
様
と
私
だ
け
の
劇
空
間
で

共
有
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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